
◆私の夢――

　  　僕は将来、消防士になりたいと考えていま

す。理由としては、僕は昔から体を動かすこ

とが好きで、体力にも自信があるため、それ

を人のために活かせる仕事をしたいと思った

からです。

◆努力していること――

  　しっかり食べて、運動することを日頃から

心掛けています。また、将来のために自分な

りに勉強も頑張っています。

◆未来の自分に一言――

  　一生懸命生きていってください。

［ ２年・サッカー部 部長  ］
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聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　１月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，８５０人　　 （－　８人）

男 　 　２，８４５人　　 （±　０人）

女 　 　３，００５人　　 （－　８人）

世　帯　 　２，５４７世帯　　 （－　４世帯）

■ お誕生おめでとう
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■ お悔やみ申し上げます

須藤　研子　（79）　昌利 母 １町内

沼澤　チエ　（96）　髙揚 母 　２町内

佐藤　俊子　（87）　 博 母 　３町内

上野　昭男　（86）　 毅 父 　４町内

伊藤　智仁　（77）　智和 父 　９町内１

山崎　淑子　（90）　正由 母 　10町内

八幡　一郎　（90）　博行 父 　芝草

武藤　新一　（81）　隆一 父 　芹沼

佐藤　早苗　（78）　 勉 父 　上小島

樽井　幸子　（87）　和美 母 　黒沢

佐藤　嘉子　（101）　 智 母 　出ヶ原

平野　文男　（77）　政樹 父 　上野尻

鈴木　オユキ（96）　正裕 母 　新村

山口　サダ　（89）　 勝 母 　新町

髙橋　トメ　（98）　幸枝 母 　真ヶ沢

宮澤　操　　（93）　 敬 母 　大舟沢

戸籍の窓口   
（12 月受付分）

　週２回の練習を一緒に頑

張っている大山さゆり太鼓

のみんなや、周りの方々と

のつながりが大切な宝物で

す。

◆趣味は？

　読書、畑仕事

◆特技は？

　いいこと探し

◆熱中していることは？

　一家で創作和太鼓

◆自分を一言で表現すると？

　典型的なＢ型

◆あなたのモットーは？

　知足安分
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　いつも柔らかな笑顔

で、会うとこちらまで

笑顔になれます。

高濱 夏海 さん（１月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆最近感動したことは？

　昨年のふるさとまつりで八代

亜紀さん（オンライン）を見れ

たこと

◆これからやってみたいことは？

　大学時代に編入して学び直し

た社会福祉の勉強を続けなが

ら、別分野にも視野を広げたい

◆次の方を紹介してください

　Ｒ・Ｉさん

　奈良県出身。2019 年４月から
５月に西会津で開催したおっさ
ん個展をきっかけに西会津に移
住。奈良での教師経験を活かし、
同年 12 月より西高活性化対策
分野の協力隊として活動中。
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っ
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茶
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。
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